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向けて、法制度の整備が包括的に進められている。2013 年 6 月に「障害を理由とする差





別や偏見（心の障壁）の問題（内閣府 2012；内閣府 2017；栗田ら 2014）や、総論賛成各

















の接触経験の有無（木船 1986；生川 1995；生川 1998；生川ら 2006）や接触経験の質（田









































































①同居家族に知的障害を持っている者がいる 1% 2% 2%
②親族に知的障害を持っている者がいる 8% 7% 8%
③幼稚園・保育園のクラスに知的障害児が在籍した 37% 30% 35%
④小学校のクラスに知的障害児が在籍した 58% 56% 57%
⑤中学校のクラスに知的障害児が在籍した 27% 41% 31%
⑥高校のクラスに知的障害児が在籍した 1% 2% 2%




⑨今回の実習で知的障害児（者）との関わりがあった 35% 96% 52%










いてウェルチの t 検定を行ったところ、有意差が認められ（t = 1.79,	df = 93.44,	p<	 .01）、
障害児（者）施設の実習生の方が実習の満足度は高かった。
（3） 実習前後での知的障害児（者）へのイメージ変化











①施設実習をした施設の種別 135 名 54 名







23.31（± 3.25）であった。ウェルチの t 検定を用いて、実習先種別による差を検討したと
ころ、有意な差は認められなかった（t = 0.905,	df = 85.89,	p = 0.37）。知的障害児（者）と
の接触経験の有無が統合教育に関する考え方に影響しているかを検討するため、接触経験











図 1　接触経験の有無と統合教育尺度得点 図 2　実習先施設の種別ごとの知的障害児（者）
への社会的距離とイメージの尺度推定平均値
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　本研究では、保育者養成課程における知的障害児（者）に対する肯定的な理解
につながる施設実習プログラムの開発に向けた示唆を得ることを目的として、A
短期大学保育科学生に実施した調査結果をもとに、保育科学生の知的障害児（者）
観について検証した。
　その結果、今後、さらなる検証が必要であるが、接触経験の有無や接触経験の質、
知識が知的障害児（者）に対する認識・態度に影響を及ぼす可能性が示唆された。

